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研究成果の概要（和文）：本研究において、前近代中国王朝の経済中心の地理的遷移と、王朝がその法制的制度によっ
て解決しようとしたところの社会経済の変化を理解すべく、諸課題の解明を進めた。その結果、以下の知見を得た。ま
ず均田制の意義が、北魏による人民動員制度として成立したところにある点が再確認でき、さらに律令制が、華北的統
治様式の連続性の中にあることを指摘した。そこから律令体制が、国家の人民動員のための法制体系という要素を強く
持っていた点を指摘した。ところが長江流域が、唐末五代～宋に本格的な土地売買の活発時期、および東晋以来開発が
進んだ東南の本格的な成長期を迎えると、国法と経済的取引実態との乖離が見られた点も確認できた。

研究成果の概要（英文）：Throughout the whole period of research comparative analysis has been conducted, o
n some topics including analyzing differentiation between Tang Code and Song ordinances, and regional diff
erences between northern plain and Yangtze Delta. Economic-centre paradigm that was developed by Kuwabara 
Jitsuzo was thus applied, which led a conclusion that the Tang-Song transition was largely a part of the g
reat shift from the North to the South.
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１．研究開始当初の背景 

 これまで申請者は、法制・地方行政の側面
から宋代の行政体制の特色を明らかにして
きたが、さらに、長期的な経済開発史に関す
る諸課題に取り組む中で、いわゆる唐宋変革
論の根拠となる印刷術・科挙制度・皇帝専制
体制の再検討が必要となった。 

 

２．研究の目的 

唐前半期以前（7 世紀以前）、唐末五代（8

～10 世紀）、宋元代（10～14 世紀半）、明清
代（14 世紀～20 世紀半）の 4 時期にわけ、
民間の経済活動における紛争処理の面で王
朝がもっとも重要視した地域、すなわち王朝
の「経済中心地」（学説簡史は後述）と諸制
度の関係を解明することが本研究の目的で
ある。この民間の経済活動とは、とくに土地
取引・開発・市場取引であり、その紛争と言
えば、所謂「戸婚田土」、なかでも宋以降は
地権をめぐる土地紛争が、差役や家産分割と
ともに大きな比重を占めるようになる。本研
究では、しばしば現実の土地取引の紛争の契
機となった、《均田制崩壊過程における土地
売買》、《典質と絶売》、《回贖と找価》、《離業
と抵当》、《賦役制度と一田両主制》といった
土地取引の制度・慣習を、近年主流の思想
的・制度的構造的理解のみならず、むしろ「発
生論」的に再検討する。 

 

３．研究の方法 

宋代判語を、まず①名公別に配列（范応鈴
１～范応鈴３２など）、巻数・門・タイトル・
戸婚門一部については宋版の対応箇所・中華
書局対応箇所・梅原郁、高橋芳郎、大澤正昭
各訳注者の訳注の対応箇所・地域を示す根
拠・推定される地域、の 8項目にそって、一
覧表を作成する。申請者が『清明集』中で著
者明記のない判語の著者（范応鈴が多いと推
測される）を、可能な場合においては推定し、
②－２名公の在職期間、判語中の地名を表す
語、あらゆる材料を用いて、可能なものにつ
き判語の対象とする地方を確定する。さらに
復元可能なすべての法律条文を復元し、敕令
格式の項目によって分類し、「判語の法」を
再構成し、その由来を確定することによって、
法律側面で、唐宋変革論を如何に評価できる
か、再検討する。その上に立って、近世論な
ど、近年の議論と対照させつつ、唐宋変革論
がいかなる時代的状況の中で内藤によって
生み出され、受け継がれてきたかを学説史的
に検討する。 
 
４．研究成果 
唐宋変革論をまず、法制方面の移り変わり

から考察した。はじめに、仁井田に始まる諸
研究を参照しつつ、分類についての諸問題を
検討したのち、条文ごとに今一歩の検討を加
え、あらためて内容に則した分類にもとづい
て、判語所引條文を抽出した。 
当初の、南宋の敕、看詳、申明、令、指揮

全体の中で我々が見ているのがどの部分か、
また当時の人々が全法体系をどの程度知悉
していたか、という疑問を考えた。指摘した
ことは、判語においては、いくつかの特定の
條文が偏って頻見されるということである。
「常人の共曉する所」とされた合同契に関す
る法などはその代表格で、これらをはじめと
して大半の法は民事的・私法的な分野に属す
る。これら當時広く流通していた法律の一つ
である二〇年規定（田５）は、方岳によれば、
「世人」によって本来とは異なった形で引用
されていることが分かった。そして江西など
で、民は法を知るべきであり、法を知らぬは
難治の原因である、という意見が存在したこ
とを考えると、当時、戸婚田土にかかわる法
の一部に、本来の法とは少し異なった形の條
文も含めて、世人すなわち民間に常識として
知られていた法律の範囲というものが別に
設定され得る。現存の『事類』の中に我々が
見る、もっぱら官衙での用にかかわる理財、
人事、刑獄等々の法律の世界と、判語に頻見
する法の世界とは、守備範囲が異なっている。
また、神宗以来大變化した南宋令は、『天聖
令』とも大きく異なっていた。南宋に民事的
な案件が法を用いて次々裁かれていたこと
は、すでに周知の通りであったが 、『袁氏世
範』（下）にも「官中條令、惟だ交易の一事、
最も詳備爲り、蓋し以て爭端を杜めんと欲す
ればなり」、つまり取引法（土地取引法）が
南宋の法体系の中でも重要な部分だったと
いう指摘がある。もし何かが異端だったとい
うのであれば、『吏部條法』のみならず『事
類』ですら、当時の一般人民にとっては異端
な内容であったとも言える。律や唐～北宋前
期の令も、民間の日常的な紛争に対応した内
容を備えたものではなく、神宗改革より前に
あっては数々の編敕が、そして神宗以降南宋
には第二章で見たごとき敕・令を中心とした
諸法律が、宋朝社会の秩序維持に重要であっ
た財産権紛争等の諸課題に対応した内容を
備えていた。 
本研究ではそれぞ

れの法律分野におけ
る研究史整理も射程
に入れた。その結果、
以下の表に表される
判語法の法体系があ
きらかとなり、これ
を唐・明清と比較す
ることが可能となっ
た。 
また、こうした実

証の上に、唐宋変革
論の内実を検討した
結果、淮河以南の南
中国が果たした割合が、極めて大きいことが
明らかとなった。遅くとも四世紀東晋以降、
華北農耕地帯は遊牧系の支配形式に置かれ、
均田制もその征服過程で生まれた。文臣官僚
制維持の柱となった科挙制度は、隋の開始当



初の南朝貴族勢力への対抗という側面抜き
には理解できないし、その後も、南中国のエ
リートたちの上昇戦略として大いに発展し
てきた。反面、華北人士は清朝にいたるまで、
比較して不熱心だった。挙業とも深く関わる
印刷出版は江西・福建で盛んとなり、朱子
学・陸学もこの地に生まれた。二程の学を大
発展させた朱熹およびその弟子たちは閩北
に拠り、彼らは陸学者を江西人と呼んだ。政
界は進士上がりの南中国人によって占めら
れていったが、ことに江西人士の結束には目

を見張るものがあり、陳執中、欧陽修、曾鞏、
王安石、楊士奇、余學夔、王行儉らが中央で
活躍した点も、明らかにできた。こうした側
面から明らかになった南北の違いを、ことに
移民、血液の遺伝因子、言語移動の側面から
総合的に表したのが上記の図である。近世宗
族の展開は各地各様で一般化は容易ではな
いが、少なくとも本研究においては、族譜編
纂における紙と印刷の重要性、フロンティア
における防衛・上昇戦略の必要性、官の教化
への熱意といった側面は忽視できない点を
指摘できた。 
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